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千葉県

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた課題と取組の状況

【特徴（強み）】
障害保健福祉圏域ごとに圏域連携コーディネーターを配置し、協議の場（実務者会議・代表者会議）で地域の課題やニーズを検討し、それに応

じた事業を選択的に実施。

課題 課題に解決に向けた取組状況 取組の成果

圏域の取組状況にばらつきがある。
設置された会議体が機能し、取組が推進される
ように、県は受託事業所や保健所職員等への支
援（研修や情報共有及び意見交換の場の開催
等）を行う。

圏域連携コーディネーター会議を開催し、
県の取組方針や各圏域の動向等を共有し
た。また、精神保健福祉センターが支援の
必要な圏域の会議に参加するなどし、技術
支援を行った。

市町村毎の保健、医療、福祉関係者による協議
の場の設置がすすんでいない。

障害保健福祉圏域ごとに設置された協議の場に
て、設置について働きかけを行う。

広域で自立支援協議会を設置している地域
などにおいて、保健、医療、福祉関係者に
よる協議の場の位置付が明確となった。

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（現時点）

目標値
（令和元年度末）

達成状況の見込み（評価）

①市町村毎の保健、医療、福祉関係者による協
議の場の設置状況 ※全５３市町村

１８ ４７ 令和元年度１０月時点の調査で令和元年度中
に設置済（予定含）市町村は、３３市町村。

②地域移行・地域定着協力病院の認定数 １９ ２１ 令和２年１月末現在、２５病院。

③地域移行・地域定着支援事業の実ピアサポー
ター活動箇所数（圏域数）※千葉県＝１５圏域

１２ １３ 令和２年１月末現在、１４圏域。

令和元年度 第2回 アドバイザー・都道府県等担当者合同会議「事前課題」シート
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